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下部余白に m = 可能 の朱書きがあります。何が可能なのかに興味がありました。

何が可能なのでしょうか。

pdaaumbakaum badapadar bpaadapatdakand daftdasaum kand
プダアウムバツクアウム(花名)は広い土地に従って、風で他に離して強い。
そして貧しく小さい芽ではあるが。 (枕詞の一文)

saattqadak aatfb fadasaum bftdasazi patfab kb fb
幾らかの大雨が強く、見栄えを良くした遠い出入りの希望は、新しくない出入りを可能
とした。離れた遠い人は後に成長した。

faadak dafttsb bqttb faaadasb qtdak battqaatb kansb
大変良いダフツツ国は古くない国で、フアトダ国は小さく無く強かった。
多く生まれた幾らかの国はクアン国であった。

kdarand nadaqadar aatdasdar qatdaqtb aafadasb k dsak
後の農地だが費用のいらない農地に出入の農地を増やした。
維持した独立国はアアフアダ国で、後の出入地となった。

sand faaab qatqab fadasb aadar kaum sar aadar
国土は遠くない国で地震から守った。
フアダ国は幾らかの農地で領地のボスの所有農地だった。

fdak batqtdasand gaatdak batda kb baqtdasb kdarand
とても強く多くの小さく無い争いは、外へ強さを増した。
多くは小さいが維持したブアクトダ国は後に農地として続いた。

bfttdasaum aadaqttdasb bab qdaum kaum k aatqaum
新しい出入の希望はアアダクツツダ国で、領土の狭い家の領地の後に小さな家を設けた。

k daumbatdar bkand aadar aatdarb qaadasb
後に家の多くの農地は決まった事だが所有農地となり、農民が増えてクアアダ国となった。
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kdar badafatb daftdasb saadaum kdarand
後に農地は広い国に従い、ダフトダ国の幾らかの家では後は土地にやがてなった。

bada fadar aatdasaum fatdasb nadafb
悪い遠い農地は希望の出入を増やし、フアトダ国は争わなかった。

pbatdasbab saum batt kaumsaum badaum aumsb
大きくない出入の領土の指導者は多くは無く、領地の指導者は軒並み希望は国だった。

bbatttk aatfaab ftdasar dafaatdata fdaqab
人の多い約束は良い事が増え、足元の土地への出入が長期でない家には良い支出になった。

qtdar qattb badasb nadaaattfb k aadasb sand
狭くない農地は国を守った。
ブアツト国は支配が無く集まった良い人で、後はアアダ国の国土だった。

sand badaum fatb daqtdaum aaatdar daqttda sanzi
国土は軒並み遠い国で、統治家に農地を増やし、統治が多く明るくなった。

badar aatdaum aatdak qatb kand nadaqatdaum sand
農地毎に家を設け、強化し防衛した。しかし費用が要らない家の国土であった。

bfttdak aatdaum saattdaum
新しい集まりは強く、家を追加して幾らか集まった家だった。


